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 「Webcat Plus」は、 

 

 

 比較的新しい書物であれば、表紙画像や目次、あらすじなど、本に関するさまざまな情報を 

まとめて確認することができます。 

 

 

 

 さらに「Webcat Plus」最大の魅力として、【連想検索】機能により、従来のデータベース検索の 

基本である≪キーワード≫から解放され、自由な発想・創造のままに検索ができます。 

例えば、文章を丸ごと質問文として検索することもできます。 

    あるテーマから、 や、≪キーワード≫検索では 

    などに威力を発揮します。 

 

 

 

 

‟ 、‟ と、 

何となく、漠然と考えるテーマをそのまま文章体で入力してみましょう。 

 

① 思いついたままのテーマを、文章体でも単語でもそのまま入力 O.K.。 

単語（キーワード）を入力する際は、単語と単語のあいだは 1 つスペースを空けてください。 

いくつでも入力しても大丈夫です。 

この文章で連想する ボタンをクリックして検索スタートです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公開範

囲 

 

種類 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

公開 

送信ｻｰﾋﾞｽ

対象 

NDL 

限定 
合計 概要 

図書 35 万点 55 万点 7 万点 97 万点 

・ 昭和 43 年頃までに国立国会図書館が受け入れた図書、 

震災・災害関係資料の一部 

※現在も流通しているものや、漫画・絵本は国立国会図書館限定 

古典籍 7 万点 2 万点 ― 9 万点 ・ 貴重書、江戸期・清代以前の和漢書など 

雑誌 1 万点 80 万点 48 万点 128 万点 

・ 明治期以降に発行された雑誌 

（刊行後 5 年以上経過したもの） 

※商業出版社によるものは国立国会図書館限定 

博士論文 1 万点 12 万点 1 万点 14 万点 
・ 平成 3～12 年度に送付を受けた論文 

※商業出版されているものは国立国会図書館限定 

その他 8 万点 （少数） 9 万点 17 万点 

・ 官報、日本占領関係資料、脚本※など 

※脚本: 日本脚本アーカイブズ推進コンソーシアムから寄贈された 

昭和 55 年以前の放送脚本（テレビ・ラジオ番組の脚本・台本）の一部 

計 53 万点 148 万点 65 万点 266 万点  
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【連想検索】～テーマでさがす 

 

 



p. 2 

 

② この「Webcat Plus」で最もおどろく点は、ヒット件数の膨大さです。 

どんな文章体であっても、いくつキーワードを並べても、最初の検索でヒットする数はとてつもない

数になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 画面右タテに「連想ワードで絞り込み」があります。 

この中から、考えているテーマに近い単語（キーワード）にチェックを付けます。 

  最も定番なのは、出版年でしょう。この事例では、「2015 年以降」にチェックを付けてみます。 

  ※1 度にチェックを入れられるのは 1つだけです。1件ずつ、チェックを増やして絞り込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 【連想検索】・・・ 

「何故、日本のマンガやアニメは海外で人気なのか」

（ ） 

に、 

  【出版年】・・・「2015 年以降」を追加したことで、 

  ヒット件数は になりました。 
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④ 書名などを参考に、面白そうな本をピックアップ、クリックしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 

(b) 

(c) 

(d) 

    本の内容を簡単に 

    まとめたもの。 

(a) 

    本のもくじ。 (b) 
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クリックすれば、京都橘大学図書館を含む、 

全国の大学図書館での所蔵有無を確認できます。 

    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

     

クリックすれば、国立国会図書館、及び全国の 

公共図書館の所蔵有無を確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 

(d) 

      ひとくちメモ 

DB：Webcat Plus は、フリーアクセスです。 

インタネット環境にある PC であれば、いつでも利用することができます。 

学生の皆さんは卒業後、社会人になっても活用できます。 

 

 

 

 

 


